
　1999年
ねん

４月
がつ

９
ここのか

日、「妻
む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺
い

跡
せき

の全
ぜん

面
めん

保
ほ

存
ぞん

決
けっ

定
てい

」が

報
ほう

じられました。大
だい

規
き

模
ぼ

な開
かい

発
はつ

から遺跡が守
まも

られた瞬
しゅん

間
かん

でした。

　発
はっ

掘
くつ

がはじまる前
まえ

、ここ妻木晩田遺跡の地
ち

にはゴルフ

場
じょう

が開
かい

発
はつ

される予
よ

定
てい

になっていました。1995年から

1998年にかけて、発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

を行
おこな

った結
けっ

果
か

、全
ぜん

国
こく

最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

の弥
やよ い

生集
しゅう

落
らく

であることが分
わ

かったのです。

　遺跡の価
か

値
ち

が明
あき

らかになるにつれ、たくさんの人々が

遺跡を保
ほ

護
ご

しようと市
し

民
みん

運
うん

動
どう

を行い、妻木晩田遺跡の重
じゅう

要
よう

性
せい

についてうったえ続
つづ

けてきました。「晩
ばん

田
だ

山
やま

の自
し

然
ぜん

を

守
まも

る会
かい

」「晩田山の遺跡を守る会」「自然と遺跡と人
にん

間
げん

を

考
かんが

える会」による署
しょ

名
めい

活
かつ

動
どう

やイベント、多
おお

くの人々へ遺跡保存の大切さをうったえるシンポジュームも開
かい

さ

いされる等
など

、保存運
うん

動
どう

の輪
わ

は大きく広
ひろ

がりました。そして、守る会と考える会等が行った署名活動は、全
ぜん

国
こく

的
てき

に展
てん

開
かい

され、署
しょ

名
めい

が、５万
まん

５千
せん

人
にん

をこえるほどの大規模な市
し

民
みん

運
うん

動
どう

となったのでした。

　開発か、遺跡の保
ほ

存
ぞん

か判
はん

断
だん

をせまられた、大
だい

山
せん

町
ちょう

、淀
よど

江
え

町
ちょう

、鳥
とっ

取
とり

県
けん

、開
かい

発
はつ

を行
おこな

う企
き

業
ぎょう

の４者
しゃ

は、その後
あと

も

協
きょう

議
ぎ

を重
かさ

ねて、遺跡保存とリゾート開発の両
りょう

方
ほう

を並
へい

行
こう

して進
すす

めようとしました。しかし、国
くに

の史
し

跡
せき

として指
し

定
てい

を受
う

けるにも、リゾート開発を進める上
うえ

でも、その両
りょう

立
りつ

はできないとの判断から、ゴルフ場建
けん

設
せつ

は中
ちゅう

止
し

さ

れました。そして、1999年12月に国の史跡に指定され、現
げん

在
ざい

に至
いた

るまで、鳥取県により遺跡の保存・整
せい

備
び

が行
おこな

われています。

　今
いま

、妻木晩田遺跡は、地
ち

域
いき

の人
ひと

々
びと

に大切にされてきた里
さと

山
やま

をふくめた野
や

外
がい

博
はく

物
ぶつ

館
かん

「むきばんだ史
し

跡
せき

公
こう

園
えん

」として、整備・

公
こう

開
かい

されています。

　重
じゅう

要
よう

な遺跡でも保存されるものばかりではありません。色々

な人々の努力によって残った遺跡を活かし、弥生時代の生
せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

を身
み

近
ぢか

に体
たい

感
かん

できる史跡公園として、これからもさらに充
じゅう

実
じつ

した整備と活
かつ

用
よう

が期
き

待
たい

されているのです。
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